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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成30年4月12日(2018.4.12)

【公開番号】特開2017-129378(P2017-129378A)
【公開日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2017-028
【出願番号】特願2016-7112(P2016-7112)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ  31/28     (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  31/30     (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  31/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ  29/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ  25/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ   31/28     　　　Ｖ
   Ｇ０１Ｒ   31/30     　　　　
   Ｇ０１Ｒ   31/02     　　　　
   Ｈ０４Ｌ   13/00     ３１３　
   Ｈ０４Ｌ   25/02     ３０１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月28日(2018.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　バス接続通信で通信可能な伝送システムの伝送路（２）と、
　前記伝送路に接続された複数の通信装置（３、４）と、
　前記複数の通信装置（３、４）の中の１つの通信装置（３、４）に設けられ、疑似通信
信号を発生する信号発生部（９、２１）と、
　前記複数の通信装置（３、４）の中の１つの通信装置（３、４）に設けられ、前記伝送
路（２）を通った前記疑似通信信号を受信することに基づいて前記伝送路（２）の劣化を
検出する劣化検出部（７）と、
を備えた伝送路の劣化検出装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１の発明は、バス接続通信で通信可能な伝送システムの伝送路（２）と、伝送路
（２）に接続された複数の通信装置（３、４）と、複数の通信装置（３、４）の中の１つ
の通信装置（３、４）に設けられ、疑似通信信号を発生する信号発生部（９、２１）と、
複数の通信装置（３、４）の中の１つの通信装置（３、４）に設けられ、前記伝送路（２
）を通った前記疑似通信信号を受信することに基づいて前記伝送路（２）の劣化を検出す
る劣化検出部（７）とを備えたものである。
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